
平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

第
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
そ
の
保
税
地
域
の
所
在
地
」
を
「
、
納
税
地
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中「
も
よ
り
」

を
「
最
寄
り
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
そ
の
保
税
地
域
の
所
在
地
」
を
「
、
納
税
地
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
第
一
項
」

を
「
前
項
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
四
第
一
項
中
「
そ
の
保
税
地
域
の
所
在
地
」
を
「
、
納
税
地
」
に
改
め
る
。

第
三
章
第
二
節
の
二
の
節
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
節
の
二

高
年
齢
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付

第
三
十
七
条
の
二
の
見
出
し
を「（
高
年
齢
被
保
険
者
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
被
保
険
者
で
あ
つ
て
、
同
一

の
事
業
主
の
適
用
事
業
に
六
十
五
歳
に
達
し
た
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
い
て
六
十
五
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
日
に
お

い
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
も
の
」
を
「
六
十
五
歳
以
上
の
被
保
険
者
」
に
、「
高
年
齢
継
続
被
保
険
者
」
を
「
高
年
齢
被

保
険
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
高
年
齢
継
続
被
保
険
者
」
を
「
高
年
齢
被
保
険
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
高
年
齢
継
続
被
保
険
者
」
を
「
高
年
齢
被
保
険
者
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
次

条
第
四
項
」
を
「
次
条
第
五
項
」
に
改
め
、「
新
た
に
」
の
下
に
「
高
年
齢
受
給
資
格
又
は
」
を
加
え
る
。

第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
中「（
第
四
項
」
を「（
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中

「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
加
え
、「
第
三
十
七
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
三
十
七
条

の
四
第
五
項
」
に
、「
第
三
十
七
条
の
四
第
五
項
」
を
「
第
三
十
七
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項

と
し
、
同
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
中
「
又
は

特
例
一
時
金
」
と
あ
る
の
は
「
、
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
又
は
特
例
一
時
金
」
と
、「
又
は
第
三
十
九
条
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
「
、
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
高
年
齢
受
給
資
格
又
は
第
三
十
九
条
第
二
項
」と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
四
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
限
る
。）」
の
下
に
「
、
高
年
齢
受
給
資
格
者
（
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
の

支
給
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
高
年
齢
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
て

い
な
い
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
含
む
。
以
下
同
じ
」
を
「
含
む
。
以
下
こ
の
節

に
お
い
て
同
じ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
受
給
資
格
者
、」の
下
に
「
高
年
齢
受
給
資
格
者
、」を
加
え
、「
前
項
第

一
号
イ
」
を
「
同
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
十
分
の
五
」
を
「
十
分
の
六
」
に
改
め
、「
あ

（
石
油
ガ
ス
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

石
油
ガ
ス
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
そ
の
保
税
地
域
の
所
在
地
」
を
「
納
税
地
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
も
よ
り
」を「
最

寄
り
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
、
そ
の
保
税
地
域
の
所
在
地
の
所
轄
税
関
長
」
を
「
税
関
長
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
二
項
中
「
そ
の
保
税
地
域
の
所
在
地
の
所
轄
税
関
長
」
を
「
同
項
の
税
関
長
」
に
改
め
る
。

（
石
油
石
炭
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

石
油
石
炭
税
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
、
そ
の
保
税
地
域
の
所
在
地
を
所
轄
す
る
」
を
削
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
そ
の
保
税
地
域
の
所
在
地
を
所
轄
す
る
」
を
「
同
項
の
」
に
改
め
る
。

（
た
ば
こ
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

た
ば
こ
税
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
そ
の
保
税
地
域
の
所
在
地
」
を
「
納
税
地
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
、
そ
の
保
税
地
域
の
所
在
地
を
所
轄
す
る
」
を
削
る
。

第
二
十
条
第
二
項
中
「
そ
の
保
税
地
域
の
所
在
地
を
所
轄
す
る
」
を
「
同
項
の
」
に
改
め
る
。

（
消
費
税
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
九
項
第
三
号
中
「
が
保
税
地
域
の
所
在
地
を
所
轄
す
る
税
関
長
」
を
「
が
税
関
長
」
に
改
め
、
同
号

イ
中
「
保
税
地
域
の
所
在
地
」
を
「
納
税
地
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
二
項
中
「
そ
の
保
税
地
域
の
所
在
地
を
所
轄
す
る
」
を
「
同
項
の
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
第
二
項
中
「
保
税
地
域
の
所
在
地
を
所
轄
す
る
」
を
「
課
税
貨
物
に
係
る
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
す
る
」
に
、「
特
定
月
に
お
い
て
引
き
取
ろ
う
と
す
る
」
を
「
当
該
」
に
改
め
る
。

（
検
討
）

第
十
四
条

政
府
は
、
第
七
条
の
規
定
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
通
関
業
法
の
施
行
の
状
況
を

勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
通
関
業
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
律
第
十
七
号

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
の
四
第
二
項
中
「
掲
げ
る
」
を
「
定
め
る
」
に
、「
額
。」を
「
額
」
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
四
第
四
項
中
「
第
二
号
」」を
「
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」」に
改
め
、「
第
二
号
ハ
」
の
下
に
「
に
定
め

る
額
」
を
加
え
る
。

第
六
十
一
条
の
六
第
四
項
中
「
第
二
号
」」を
「
第
二
号
に
掲
げ
る
額
」」に
、「
第
二
号
ハ
」
を
「
第
二
号
ロ
に
定
め

る
額
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
第
一
項
の
同
意
を
得
た
同
項
に
規
定
す
る
地
域

高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保
計
画
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
同
意
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後

の
も
の
。
次
条
第
一
項
第
七
号
に
お
い
て
「
同
意
地
域
高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保
計
画
」
と
い
う
。）に
係
る
同

法
第
三
十
四
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち
雇
用
の
安
定
に
係
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

第
六
十
三
条
第
一
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

同
意
地
域
高
年
齢
者
就
業
機
会
確
保
計
画
に
係
る
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四

条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
の
う
ち
労
働
者
の
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
係
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

附
則
第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
介
護
休
業
給
付
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
二
条
の
二

第
六
十
一
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
被
保
険
者
に
対
す
る
同
条
第
四
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
項
中
「
百
分
の
四
十
」
と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
六
十
七
」
と
す
る
。

第
二
条

雇
用
保
険
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
高
年
齢
継
続
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付
」
を
「
高
年
齢
被
保
険
者
の
求
職
者
給
付
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
条

第
五
号
中
「
前
各
号
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
中
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第

七
号
を
第
六
号
と
す
る
。

第
十
条
第
三
項
中
「
高
年
齢
継
続
被
保
険
者
」
を
「
高
年
齢
被
保
険
者
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
三
号
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

三

求
職
活
動
支
援
費




		2016-03-31T18:15:32+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




